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京都・上賀茂 神山に位置する「神山天文台」

私立大学で国内最大の「荒木望遠鏡」



だいがくのたから

神
山
天
文
台

　

京
都
産
業
大
学
神
山
天
文
台
は
、
創
設
者
で
宇
宙
物
理
学
者
の
荒
木
俊
馬
の
「
建
学
の
精
神
」
を
具
現

化
す
る
象
徴
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
設
置
さ
れ
た
天
文
学
の
研
究
所
で
あ
る
。
施
設
は
地
上
３
階
、
地

下
１
階
、
延
床
面
積
は
１
９
４
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
私
立
大
学
で
は
国
内
最
大
と
な
る
口
径
１･

３
メ
ー

ト
ル
の
反
射
式
経
緯
台
望
遠
鏡
「
荒
木
望
遠
鏡
」
を
は
じ
め
、
各
種
天
体
観
測
装
置
の
開
発
実
験
設
備
を

備
え
た
、
本
格
的
な
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

神
山
天
文
台
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
性
能
を
誇
る
天
体
観
測
装
置
お
よ
び
関
連
基
礎
技
術
の
開
発
を

軸
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
装
置
を
用
い
た
最
先
端
の
観
測
天
文
学
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
体
制
に
お
い

て
は
、
本
学
の
教
員
の
み
な
ら
ず
学
外
研
究
機
関
や
関
連
企
業
の
研
究
者
が
客
員
研
究
員
と
し
て
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学･

研
究
機
関･

企
業
が
協
働
し
て
「
社
会
に
新
し
い
価
値

（
技
術
、
装
置
、
研
究
成
果
）
を
う
み
だ
す
」
こ
と
が
神
山
天
文
台
の
基
本
理
念
で
あ
る
。
特
に
、
学
生

と
教
員･
研
究
員
と
が
一
体
と
な
っ
た
研
究
開
発
体
制
に
よ
っ
て
、
教
育
の
み
な
ら
ず
研
究
面
に
お
け
る

相
乗
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
赤
外
線
波
長
域
に
お
け
る
高
分
散
分
光
技
術
を
用
い
た
天
文
学
の

研
究
開
発
拠
点
と
し
て
、
世
界
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る
。

　

天
体
観
測
装
置
と
し
て
は
、
近
赤
外
線
波
長
域
（
可
視
光
線
よ
り
も
波
長
が
長
い
領
域
）
に
お
い
て
、

世
界
最
高
感
度
を
誇
る
高
分
散
分
光
器
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
（
最
大
で
７
万
色
に
光
を
分
解
）
の
開
発
に
成

功
。
現
在
は
同
装
置
を
チ
リ
共
和
国
に
あ
るLa S

illa

天
文
台
の
口
径
３･

６
メ
ー
ト
ル
望
遠
鏡
に
設
置

し
、
天
体
観
測
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
次
世
代
の
超
大
型
地
上
望
遠
鏡
（
口
径
30
メ
ー
ト
ル
以
上
）
や

宇
宙
望
遠
鏡
に
お
い
て
必
須
と
さ
れ
る
赤
外
線
用
「
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
回
折
格
子
」
を
開
発
し
、
理
論
的
な

限
界
性
能
の
実
現
に
成
功
し
た
。

　

一
方
、
社
会
貢
献
と
し
て
、
一
般
向
け
天
体
観
望
会
（
毎
週
土
曜
日
）、
小
学
生
か
ら
高
校
生
向
け
の
天

文
学
習
や
各
種
の
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
毎
年
５
０
０
０
人
近
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
神
山
天
文
台
が
有
す
る
実
験
機
器
の
企
業
な
ど
へ
の
利
用
公
開
も
行
っ
て
お
り
、「
大
学
と
社
会
を

む
す
ぶ
拠
点
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

京都産業大学
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　梅花歌劇団「劇団この花」は、学校法人梅花学園
「愛なる女学校」の新時代への挑戦です。演出家 ・ 振
付家として名高い謝珠栄先生に、梅花女子大学客員
教授ならびに歌劇団芸術監督としてご就任いただき、
2016年４月にスタートしました。「劇団この花」は、
一人一人が各学科で学びながら高い教養と資格を取
得し、自身の可能性を絶えず思い描きながら美しい
女性として社会で自立することを目指しています。
　写真は、2017年８月に、劇団初のオリジナルミュー
ジカル「私は、作曲家コールポーターの妻～リンダ ・
リー ・ トーマスの物語～」（演出 ・ 振付 謝 珠栄）上
演の一場面です。３日間６公演は、地域の方をはじ
め多くの方にご覧いただきました。
　これからも「学び培った優れた土壌の上にこそ美
しい“この花”は咲く」をモットーに、梅花女子大
学における『学問と舞台芸術の融合』にチャレンジ
し続けます。

〈表紙写真〉

文舞両立へのチャレンジ
梅花歌劇団「劇団この花」
オリジナルミュージカルの一場面（梅花女子大学）











　

日
本
の
近
代
化
が
急
速
に
進
む
、
１
８
７
８
（
明
治
11
）

年
１
月
。
梅
花
学
園
の
創
立
者・

澤
山
保
羅
は
、
封
建
時
代

の
名
残
が
色
濃
く
残
る
、
日
本
社
会
の
、
女
性
に
対
す
る
偏

見
を
憂
い
、
日
本
の
将
来
の
た
め
の
社
会
改
革
の
第
一
歩
は
、

女
子
教
育
に
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
大
阪
の
地
に
初
め
て
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
「
愛
な
る
女
学
校
」
梅
花
女
学

校
を
設
立
し
た
。

　

こ
の
女
学
校
の
創
設
は
、
海
外
か
ら
の
宣
教
師
の
援
助
を

受
け
な
い
「
自
給
」
の
学
校
と
い
う
、
明
治
初
期
に
あ
っ
て
、

新
し
い
教
育
上
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

　

以
来
、
１
４
０
年
。
こ
の
挑
戦
は
、
現
在
の
梅
花
女
子
大

学
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
地
の
塩
」「
世
の
光
」
と
な
る
、

教
養
が
高
く
、
自
立
し
た
女
性
の
育
成
。
澤
山
の
挑
戦
は
、

今
の
時
代
に
お
い
て
も
日
々
進
化
し
続
け
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス

長
澤 

修
一
●
梅
花
女
子
大
学
学
長
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１　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
の
大
学
教
育

　

２
０
０
９
年
に
４
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
が
50
％
を
超 

え
、
大
学
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に
突
入
し
た
。
大
学
進
学

率
の
上
昇
は
、
多
数
の
国
民
が
高
等
教
育
を
享
受
す
る
機
会

を
拡
大
し
、
知
的
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
上
で
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
進
学
率
の
上
昇

に
よ
っ
て
大
学
生
の
質
が
下
が
り
、
学
習
意
欲
の
低
下
に
よ

り
基
礎
的
な
学
力
さ
え
身
に
付
け
る
こ
と
な
く
卒
業
し
、
就

職
に
際
し
て
社
会
で
必
要
な
能
力
が
身
に
付
い
て
い
な
い
た

め
、
早
期
の
離
職
に
結
び
つ
く
と
い
っ
た
批
判
も
な
さ
れ
て

き
た
。
確
か
に
、
学
生
は
大
学
進
学
に
際
し
て
自
分
の
将
来

像
と
大
学
教
育
の
位
置
付
け
を
明
確
に
持
た
な
い
場
合
が
多

い
。
こ
の
こ
と
は
、
選
抜
性
の
高
い
大
学
に
も
共
通
し
た
問

題
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
の
原
因
は
進
学
率
の
上
昇
に
の

み
あ
る
の
で
は
な
い
。
科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、
さ
ら
に
知
識
社
会
の
進
展
の
下
で
、
特
定

の
専
門
職
を
除
け
ば
一
般
企
業
に
お
け
る
業
種
や
職
種
、
仕

事
内
容
や
働
き
方
が
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
学
生
は
ま
す

ま
す
自
分
の
将
来
像
を
描
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
下
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に

お
け
る
大
学
教
育
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
大

学
改
革
の
焦
点
は
、
次
の
三
点
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
第

一
は
教
育
の
質
的
保
証
で
あ
る
。
学
生
が
何
を
学
習
し
、
そ

の
結
果
何
を
身
に
付
け
た
の
か
を
明
確
に
し
て
学
修
成
果
を

可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
こ
う
し
た
質
的
保
証

を
現
実
化
す
る
た
め
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
と
、
そ

れ
に
よ
る
教
育
方
法
の
改
善
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
職

井
上 

博
●
阪
南
大
学
学
長

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
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業
レ
リ
バ
ン
ス
の
明
確
化
で
あ
る
。
職
業
レ
リ
バ
ン
ス
と
は
、

大
学
教
育
と
職
業
と
の
適
合
性
あ
る
い
は
整
合
性
の
こ
と
で

あ
る
。
大
学
教
育
が
、
そ
の
後
の
職
業
や
社
会
生
活
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
学
生
が
自

覚
し
、
学
習
の
動
機
を
明
確
に
し
て
自
律
的
学
習
に
向
か
わ

な
け
れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
内
部
質
保
証
シ
ス

テ
ム
の
み
を
確
立
し
て
も
、
学
生
の
成
長
を
促
し
、
学
修
到

達
度
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
学
教
育
に
よ
る
学
修
の
成
果
は
学
生
の
適
切
な
職
業
選
択

と
就
業
に
結
び
付
き
、
自
ら
の
将
来
を
切
り
開
く
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
意
義
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

２　
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
職
業
レ
リ
バ
ン
ス

　

多
く
の
大
学
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
中

心
に
学
生
の
就
職
活
動
に
手
厚
い
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、「
大

学
は
学
問
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
就
職
対
策
の
場
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
否
定
的
な
意
見
も
依
然
と
し
て
耳
に
す
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
意
見
は
、
大
学
の
学
び
を
通
し
て
し
っ
か
り
と
し

た
職
業
観
と
明
確
な
将
来
展
望
を
持
っ
て
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
責
任
を
持
っ
て
送
り
出
す
と
い
う
大
学
の
使
命
に

反
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
大
学
に
対
す
る
社
会
の
期

待
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
念
頭
に
置
い
て
い
る
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
、
特
定
の
職
種
に
対
応
す
る
資
格
や
ス
キ
ル
の
修
得
を

意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
資
格
や
技
能
の

修
得
も
大
学
教
育
の
一
環
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
は

い
る
が
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
発
展
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
産
業
構
造
の
変
化
や
、
知
識
技
能
の
高
度
化
の
中
で
急
速

に
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
職
業
を
意
識
し
た

教
育
内
容
は
、
後
の
知
識
や
ス
キ
ル
の
伸
長
、
更
新
、
転
換

を
見
込
ん
で
構
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
た
め

に
は
特
定
の
分
野
に
お
け
る
基
本
的
な
原
理
、
専
門
倫
理
、

あ
る
い
は
そ
の
分
野
の
歴
史
や
現
在
の
課
題
、
将
来
の
課
題

に
対
応
で
き
る
応
用
力
な
ど
が
育
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
時
に
、
大
学
卒
業
時
の
知
識
や
技
能
で
十
分
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
変
化
や
職
業
あ
る
い
は
働
き
方
の

変
化
に
対
応
し
た
学
び
直
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
必
要
と

な
る
。

　

他
方
で
、
経
済
産
業
省
は
、
職
場
や
地
域
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
と
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
な
力
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と
し
て
、「
基
礎
学
力
」「
専
門
知
識
」
に
加
え
て
、「
前
に
踏

み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の
三
つ

の
能
力
と
12
の
要
素
か
ら
な
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成

を
提
唱
し
て
き
た
。
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
、
狭

い
意
味
で
の
「
勤
労
観・

職
業
観
」
の
養
成
や
特
定
の
職
業

的
技
術・
技
能
の
修
得
だ
け
で
は
な
く
、「
社
会
人
基
礎
力
」

や
「
人
間
関
係
形
成
能
力
」「
情
報
活
用
能
力
」「
意
思
決
定

能
力
」「
将
来
設
計
能
力
」
な
ど
の
「
汎
用
的・

基
礎
的
能

力
」、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
ま
で
も
含
め
る
と
す

る
と
、
大
学
に
お
け
る
教
育
目
的
や
「
学
士
力
」
の
育
成
は

す
べ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

学
生
の
保
護
者
が
大
学
教
育
に
期
待
す
る
も
の
も
、
以
上

の
よ
う
な
社
会
的
要
請
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
学
が

２
０
１
７
年
度
入
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
入
学
段
階
で

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
大
学
に
お
い
て
学
生
に
ど
の
よ

う
な
成
長
を
期
待
す
る
か
」
と
い
う
設
問
に
対
す
る
自
由
回

答
で
、「
人
間
力・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
が
38・

４
％
、

「
資
格
取
得
」
が
33・

２
％
、「
専
門
知
識
」
が
15・

１
％
、

「
国
際
的
理
解・

外
国
語
能
力
」
が
13・

３
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
大
学
に
対
し
て
何
を
期
待
す
る
か
」
と

い
う
設
問
で
は
、
85・

９
％
が
「
就
職
支
援
」
と
い
う
回
答

で
あ
っ
た
（
い
ず
れ
の
設
問
に
対
し
て
も
複
数
項
目
の
回
答

が
含
ま
れ
て
い
る
）。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
大
学

教
育
の
内
容
お
よ
び
学
修
成
果
の
評
価
に
関
し
て
も
、
職
業

レ
リ
バ
ン
ス
と
の
関
連
で
定
義
し
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。３�　

大
学
教
育
の
質
保
証
と
学
修
成
果
の
可
視

化

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
か
ら
、
今
時
の
教
育
改
革
で
は
大

学
教
育
の
質
保
証
、
学
修
成
果
の
可
視
化
が
強
く
要
望
さ
れ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
に
開
始
さ
れ
る
大
学
基
準
協
会
の

第
３
期
認
証
評
価
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
内
部
質
保
証
を

重
視
し
た
大
学
評
価
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
全
学
的
な
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
を
重
視
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

学
修
成
果
の
評
価
に
際
し
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト・

ポ
リ

シ
ー
に
基
づ
い
た
評
価
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
多
様
な
能
力
を
評
価
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
に
は
独
自
の
困
難
さ
が
あ
る
。

　

保
健
、
家
政
、
教
育
、
芸
術
な
ど
、
大
学
の
教
育
内
容
自

体
が
専
門
的
職
業
人
養
成
の
性
格
を
強
く
持
つ
大
学
や
学
部
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と
異
な
り
、
人
文
科
学
や
社
会
科
学
を
中
心
と
す
る
学
部
、

学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
本
学
で
は
、
教
育
内
容
そ
の
も
の

が
特
定
の
職
業
分
野
の
み
を
意
識
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
研
究
者
の
養
成
が
主
目
的
で
も
な
く
、

卒
業
生
の
多
く
は
一
般
企
業
へ
の
就
職
や
、
自
営
業
な
ど
に

就
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
学
の
デ
ィ
プ
ロ
マ・

ポ

リ
シ
ー
は
社
会
人
と
し
て
持
つ
べ
き
教
養
と
知
識
、
技
能
お

よ
び
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

学
修
成
果
の
評
価
基
準
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
学
生
が

社
会
的
に
要
請
さ
れ
る
能
力
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
判
断

す
る
う
え
で
、
就
職
率
は
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
卒
業
時
点
に
お
け
る
社
会
か
ら
の
評
価

と
し
て
の
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
就

職
活
動
は
、
新
卒
一
括
採
用
方
式
が
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
卒
業
生
に
係
る
就
職・
採
用
活
動

の
時
期
は
、
過
去
２
年
と
同
様
に
企
業
の
広
報
活
動
開
始
を

３
年
次
の
３
月
以
降
、
採
用
選
考
活
動
開
始
を
４
年
次
の
６

月
以
降
と
す
る
と
い
う
取
り
決
め
と
な
っ
て
お
り
、
４
年
間

の
大
学
教
育
の
中
で
何
が
身
に
付
い
た
か
を
企
業
が
十
分
に

評
価
し
て
採
用
を
行
う
状
況
と
は
言
い
難
い
。
し
か
も
、
現

実
に
は
３
年
次
の
夏
の
段
階
で
学
生
は
就
活
を
ス
タ
ー
ト
せ

ざ
る
を
得
な
い
し
、
採
用
活
動
を
４
年
次
の
６
月
以
前
に
始

め
て
い
る
企
業
も
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
企
業
側
に
早
期
の
段
階
で
優
秀
な
学
生
を

確
保
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
の
側
に

も
早
期
か
ら
職
業
に
対
す
る
意
識
や
能
力
を
持
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
職
業
レ
リ
バ
ン
ス

と
の
関
連
か
ら
み
て
、
４
年
間
の
大
学
教
育
に
よ
る
学
修
成

果
と
、
３
年
次
段
階
で
迫
ら
れ
る
職
業
選
択
や
社
会
人
と
し

て
の
能
力
の
育
成
と
い
う
問
題
は
、
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

４　
阪
南
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

１
９
６
５
年
に
設
立
さ
れ
た
本
学
は
、「
す
す
ん
で
世
界
に

雄
飛
し
て
い
く
に
足
る
有
能
有
為
な
人
材
、
真
の
国
際
商
業

人
の
育
成
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、「
就
職
に
強
い
大
学
」
を
目
指
す

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
踏

ま
え
て
、
２
０
０
７
年
度
に
本
学
の
「
実
学
指
向
型
総
合
的

キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
文
部
科
学
省
の
現
代
的
教

育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）
に
採
択
さ

れ
、
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
大
学
教
育
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
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を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
組
み
込
み
、「
実
学
重
視
の
教
育
」
を
促

進
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
正
課
、
正
課
外
に
よ
る
阪
南
大
学
キ
ャ

リ
ア・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー

ト
（
実
学
実
践
の
体
制
）
を
活
用
し
た
地
域
社
会
課
題
解
決

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
実
学
指
向
型
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。

　

正
課
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
は
、
キ
ャ
リ
ア・

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
１
年
次
に
「
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
ａ
」（
自
己
理
解
）、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ｂ
」（
社

会
理
解
）、
２
年
次
に
「
国
内・

国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
準

備
講
座
」（
職
業
理
解
）、
３
年
次
に
「
起
業
塾
１・

２
」（
起

業
体
験・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
実
践
）、「
国
内・
国
際
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」（
就
業
体
験
）
を
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２
年

次
以
降
の
各
学
部
ゼ
ミ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
生

か
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」（
産
官
学
連
携
型
ゼ
ミ
）
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
単
独
の
教
員
だ

け
で
は
な
く
、
同
学
部
内
ゼ
ミ
間
連
携
、
学
部
超
越
型
ゼ
ミ

間
連
携
に
よ
る
「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」
を
展
開
し
、
学
部
お
よ

び
ゼ
ミ
の
横
断
型
教
育
に
よ
っ
て
視
野
の
拡
大
と
多
様
な
学

び
の
実
現
を
目
指
し
、
２
０
１
７
年
度
に
お
い
て
は
、
単
独

型
33
件
、
連
携
型
７
件
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
企
業
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や

商
品
開
発
の
提
案
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
地
域
活
性
化

事
業
の
提
案
と
支
援
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
で
の
多
数
の
受
賞
と
い
っ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
連

携
さ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
就

活
力
セ
ミ
ナ
ー
や
人
材
養
成
講
座
、
学
内
企
業
説
明
会
や
業

界
研
究
を
実
施
し
、
就
職
指
導
に
関
し
て
は
、
各
学
部
に
担

当
者
を
配
置
し
、
学
生
一
人
一
人
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ル

テ
の
作
成
と
、
ゼ
ミ
の
担
当
教
員
と
の
連
携
に
よ
る
個
別
指

導
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
は
就
職
率
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
７
年
３
月
卒
業
者
の
就
職
率
は
97・

５
％
（
就

職
者
数
÷
就
職
希
望
者
）
と
な
り
、
高
い
比
率
を
実
現
し
て

い
る
。
就
職
希
望
者
全
員
が
就
職
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
大
学
教
育
の
質
保
証
と
学
修
成
果

の
可
視
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
全
て
の
学
生
が
卒
業

時
ま
で
に
明
確
な
職
業
意
識
を
持
ち
、
就
業
の
意
欲
を
持
っ

て
活
動
し
、
就
職
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
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ら
本
学
で
は
、
全
卒
業
者
に
占
め
る
就
職
者
の
比
率
（
就
職

者
数
÷
進
学
者
を
除
く
卒
業
者
数
）
の
向
上
を
重
視
し
て
い

る
。
２
０
１
７
年
３
月
卒
業
生
で
は
、
こ
れ
が
90・

３
％
と

な
り
、
全
国
平
均
の
76・

１
％
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
で

き
た
。５　

今
後
の
課
題

　

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
に
は
、
基
礎
学
力
と
し
て
の

リ
テ
ラ
シ
ー
、
専
門
教
育
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ

を
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
能
力
を
総
合

的
に
測
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
教
育
の

質
保
証
と
は
即
ち
学
生
の
質
保
証
で
あ
り
、
卒
業
段
階
の
就

職
実
績
は
一
つ
の
基
準
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
学
生

が
ど
の
よ
う
な
能
力
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
就

業
に
至
る
の
か
で
あ
る
。
同
時
に
、
大
学
教
育
に
お
い
て 

は
、
そ
う
し
た
能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
自
己
意
識
を
ど
の
よ

う
に
形
成
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。
学
生
の
成
長
過
程
は
多

様
で
あ
る
か
ら
、
学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
に
は
個
々
の

学
生
に
即
し
て
、
そ
の
成
長
パ
ス
を
課
外
活
動
も
含
め
て
分

析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
活
用
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
大
学
教
育
は
、
基
礎
教
育
、
教
養
教
育
、
専
門
教
育
も
含

め
て
職
業
レ
リ
バ
ン
ス
を
意
識
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て

展
開
し
、
学
生
の
成
長
パ
ス
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
学
生
の
質
保
証
は
卒
業
段
階
の
就
職
実
績
で
終

わ
る
の
で
は
な
い
。
大
卒
就
職
者
の
３
割
は
３
年
以
内
に
離

職
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
る
と
、
就
職
後
に
必
要

と
さ
れ
る
能
力
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
能
力
も
含
め
た
分
析
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
30
年
度
政
府
予
算
で
は
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

の
「
一
般
補
助
」
に
お
け
る
配
分
基
準
が
見
直
さ
れ
る
（
メ

リ
ハ
リ
あ
る
配
分
を
実
施
す
る
）
こ
と
と
な
り
、
具
体
的
に

は
定
員
未
充
足
に
対
す
る
調
整
係
数
や
財
務
情
報
の
非
公
開

の
場
合
の
減
額
幅
の
強
化
、
教
育
の
質
に
係
る
客
観
的
指
標

の
導
入
に
伴
う
調
整
措
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
先
進
的
な
事
業
に
対
す
る
補
助
を
通
じ
て
教
育
の
質
的

転
換
が
促
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
質
的
転
換
が
事
実
上
、

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

教
育
の
質
的
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
、
各
大
学
で
は
課
題

を
全
教
職
員
が
共
有
し
、
自
主
的
自
覚
的
に
改
革
を
進
め
な

け
れ
ば
、
真
の
大
学
改
革
は
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
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